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都市再生機礪（UR）が公表した甘利明氏側との面談状況

「膏葡 �場所．＝■ �T‾1ワ■1日‾■一参加者 � 

l‥2013箋h � � �下村 

恒有テ自 �UR東森（検束舶　　　一一秘書1人、＿＿UR職 ��高弟＋ 

l、2・0悠年 � �∴一一　1　∴・一 � 

け月6Eヨ �甘利氏事務所（神奈川県大和市） �秘審2人、UR職 �員干天 

10月5日 �甘利氏事務所（神奈川県大和市） �秘書2人、－S興業 当者、UR職員1－ �総務担 人 

10月9E〕 �国会議員会館（千代田区） �秘書1人、UR職 �鼻3人 

10月26日 �居酒屋（横浜市） �秘書2人、UR職 �高言プこ 

10月27日－ �盛会護鼻会館（千代田区） �秘書1人、＿UR職 �員3人 

10月28日 �国会議員会館（千代田区）＿ �秘書1人、UR職 �員3人 

11月5日 �国会議爵会館適格（千代田区） �秘書1人、UR職 �貝1人． 

12月1日 �甘利氏事務所（神奈川県大和市） �秘書1人、UR職 �員2人 

12月16日 �甘利氏事務所（神奈川県大和市） �秘書1ノし、UR職 �員2人 

12月22日 �甘利氏事務所（神奈川県大和市） �秘書1人、■UR職 �鼻2人 

1月6可両氏事務所（神奈川県閤 
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